
15 「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
」
の
将
来
性

郭
　
　
　
南
　
燕

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
い
え
ば
、
二
つ
（
以
上
）
の
言
語
を
完
璧
に
使
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
だ
ろ
う
と

思
っ
て
き
た
が
、
間
違
い
だ
っ
た
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
関
す
る
研
究
書
を
ひ
も
と
い
た
ら
、
二
つ
の
言
語
を
話
す
、
聞
く
、
読
む
、
書
く
と
い
う

四
技
能
を
完
璧
に
持
つ
人
は
非
常
に
少
数
だ
。
む
し
ろ
四
技
能
を
う
ま
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
を
決
め
る
標
準
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
準
に
従
え
ば
、
世
界
の
半
分
以
上
の

人
口
は
、
方
言
を
含
め
て
二
つ
の
言
語
を
使
え
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
多
く
の

人
々
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
、
私
な
ん
か
も
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
行
列
に
入
れ
そ
う
だ
。
頭
の
中
で
は
い
く
つ
か
の
言
葉
が
い
つ

も
混
在
し
て
い
る
。
第
一
言
語
と
な
る
二
つ
の
方
言
（
北
京
語
、
上
海
語
）、
第
二
言
語
の
日
本
語
、
第
三
言

語
の
英
語
。
し
か
し
、
習
得
し
た
言
葉
の
数
は
誇
る
に
値
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
言
葉
を

使
っ
て
世
界
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
過
去
数
年
、
私
が
も
っ
と

も
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
外
国
人
が
日
本
語
を
使
っ
て
文
学
創
作
を
す
る
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の

か
を
模
索
す
る
こ
と
だ
。

日
本
語
は
、
現
在
世
界
の
一
七
二
の
使
用
言
語
の
中
で
、
九
番
目
の
使
用
人
数
（
日
本
の
人
口
数
に
相
当
）

を
も
っ
て
い
る
。
日
本
語
は
和
語
、
漢
語
、
欧
語
の
交
雑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
〈
雑
種
的
〉
な
言
語
だ
と
い
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え
よ
う
。
外
国
人
で
日
本
語
の
新
聞
雑
誌
、
文
学
書
を
理
解
で
き
る
人
は
約
二
百
万
人
い
る
だ
ろ
う
と
推
測
で

き
る
。
日
本
語
の
四
技
能
を
完
璧
に
近
い
レ
ベ
ル
で
持
つ
外
国
人
も
少
な
く
な
い
。
近
年
、
外
国
人
が
日
本
語

を
使
っ
て
文
学
を
創
作
し
、
多
く
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

リ
ー
ビ
英
雄
：
野
間
文
芸
新
人
賞
（
一
九
九
二
年
）、
大
佛
次
郎
賞
（
二
〇
〇
五
年
）、
伊
藤
整
文
学
賞
（
〇
九

年
）

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
：
新
潮
学
芸
賞
（
一
九
九
四
年
）

デ
ビ
ッ
ド
・
ゾ
ペ
テ
ィ
：
す
ば
る
文
学
賞
（
一
九
九
六
年
）、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
（
二
〇
〇
二

年
）

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
：
中
原
中
也
賞
（
二
〇
〇
一
年
）、
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
（
〇
五
年
）、
日
本
絵
本
賞

（
〇
七
年
）、
山
本
健
吉
文
学
賞
（
〇
八
年
）、
講
談
社
出
版
文
化
賞
絵
本
賞
（
一
三
年
）、
産
経
児
童

出
版
文
化
賞
（
一
三
年
）

田
原
：
留
学
生
文
学
賞
（
旧
ボ
ヤ
ン
賞
：
二
〇
〇
一
年
）、
Ｈ
氏
賞
（
一
〇
年
）

シ
リ
ン
・
ネ
ザ
マ
フ
ィ
：
留
学
生
文
学
賞
（
二
〇
〇
六
年
）、
文
学
界
新
人
賞
（
〇
九
年
）

楊
逸
：
文
学
界
新
人
賞
（
二
〇
〇
七
年
）、
芥
川
賞
（
〇
八
年
）

こ
の
リ
ス
ト
を
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
作
家
が
日
本
の
文
化
に
与
え
た
貢
献
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
研
究
す
る
価
値
の
あ
る
現
象
だ
と
思
っ
た
。
同
僚
鈴
木
貞
美
さ
ん
と
稲
賀
繁
美
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
語
で
書
く
：
文
学
創
作
の
喜
び
と
苦
し
み
」（
二
〇
一
〇
年
一
月
）
と

「
日
本
語
で
書
く
：
非
母
語
文
学
の
成
立
」（
一
二
年
一
月
）
を
開
催
し
た
。
研
究
者
が
発
表
す
る
と
同
時
に
、

七
人
の
作
家
を
招
待
し
て
、
創
作
観
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。

田
原
氏
（
中
国
）
は
、
日
本
語
の
不
自
由
さ
に
縛
ら
れ
な
が
ら
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
創
作
の
苦
し
み
と
喜
び
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を
語
っ
た
。
シ
リ
ン
・
ネ
ザ
マ
フ
ィ
氏
（
イ
ラ
ン
）
は
、
言
葉
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
想
像
の
世
界
を
駆
け
巡

る
自
由
度
は
同
じ
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
ボ
ヤ
ン
ヒ
シ
グ
氏
（
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
）
は
、
数
少
な
い
日
本
語

の
語
彙
を
重
宝
し
な
が
ら
、
詩
情
を
展
開
さ
せ
る
経
験
を
教
え
て
く
れ
た
。
楊
天
曦
氏
（
中
国
）
は
、
日
本
文

学
の
伝
統
に
馴
染
み
な
が
ら
、
新
し
い
要
素
を
持
ち
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
リ
ー
ビ
英
雄
氏
（
米
国
）
は
、
音

声
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
受
性
と
言
語
権
に
対
す
る
主
張
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

（
米
国
）
は
、
物
事
の
真
実
を
つ
き
、
駄
洒
落
の
力
で
日
本
語
の
魅
力
を
引
き
出
す
話
が
印
象
的
だ
。
温
又
柔

氏
（
台
湾
）
は
、
台
湾
語
と
日
本
語
に
育
ま
れ
た
感
性
を
生
か
す
創
作
が
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
だ
。

こ
れ
ら
の
発
言
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
彼
ら
の
文
学
を
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
」
と
い
う
言
葉
で
要
約
で
き
る

と
思
っ
た
。
私
の
提
起
し
た
「
バ
イ
ン
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
」
と
い
う
概
念
は
、
書
き
手
は
「
日
本
人
」

で
は
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
日
本
語
は
母
語
で
は
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
日
本
語
で
書
く
こ
と
に
は
言
語
的
、

芸
術
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
な
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
、
外
か
ら
の
視
点
で
日
本
語
と
日
本
文
化
を
観

察
し
解
釈
し
て
い
る
こ
と
、
独
自
な
日
本
語
の
運
用
法
が
あ
る
こ
と
、
多
言
語
・
多
文
化
の
影
響
が
投
影
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
日
本
の
植
民
地
統
治
に
よ
っ
て
祖
先
の
言
葉
を
奪
わ
れ
た
苦
渋
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
意
味
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
聞
い
た
作
家
た
ち
の
発
言
と
研
究
者
た
ち
の
論
文
を
集
め
て
、『
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本

語
文
学
：
多
言
語
多
文
化
の
あ
い
だ
』
と
い
う
論
文
集
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
同
僚
磯
前
順
一
さ
ん
、
稲
賀
繁

美
さ
ん
、
白
石
恵
理
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
所
長
裁
量
経
費
の
助
成
を
い
た
だ
い
て
、
二
〇
一
三
年
六
月
に
三
元

社
か
ら
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
家
六
人
の
創
作
談
と
研
究
者
十
八
人
の
論
文
と
コ
ラ
ム
が
一
堂
に
あ
つ

ま
る
盛
観
を
呈
す
る
本
と
な
っ
た
。

内
容
は
四
部
に
分
け
て
い
る
。「
第
一
部
　
外
国
人
の
日
本
語
文
学
」「
第
二
部
　
作
家
た
ち
の
発
言
」「
第
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三
部
　
植
民
地
遺
産
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
語
文
学
」「
第
四
部
　
母
語
と
非
母
語
を
超
え
る
」
だ
。
取
り
上
げ

ら
れ
た
文
学
は
、
創
作
の
時
代
は
二
十
世
紀
十
年
代
か
ら
二
十
一
世
紀
十
年
代
ま
で
跨
が
り
、
作
品
の
舞
台
は

日
本
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
香
港
、
中
国
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
と
世
界
的
規
模
を
も
つ
。
作
品
の
形
式
は
小
説
、
随
筆
、
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
演
劇
な
ど

が
あ
り
、
内
容
は
、
文
学
、
言
語
、
歴
史
、
社
会
、
法
律
、
思
想
、
映
像
、
音
響
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
環
境
、
経

済
、
戦
争
な
ど
の
角
度
か
ら
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
豊
富
な
も
の
だ
。

こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
は
、
日
本
人
を
主
な
読
者
と
し
て
想
定
し
て
日
本
語
で
書
い
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
語
で
身
体
感
覚
と
心
理
活
動
を
繊
細
に
折
り
込
み
、
読
者
の
心
を
打
ち
、
美
意
識
に
訴

え
、
共
感
を
呼
ぶ
よ
う
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
い
慣
れ
て
い
な
い
言
葉
に
よ
る
創
作
は
決
し
て
簡

単
で
は
な
い
。
ボ
ヤ
ン
ヒ
シ
グ
、
田
原
、
楊
逸
、
シ
リ
ン
・
ネ
ザ
マ
フ
ィ
の
諸
作
家
は
こ
の
よ
う
な
困
難
に
言

及
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
家
た
ち
は
、
母
語
の
影
響
の
濃
い
日
本
語
を
も
っ
て
、
日
本
語
話
者
の

描
写
で
き
な
い
世
界
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
中
の
主
人
公
た
ち
の
母
語
と
母
語
文
化
が
い
か
に
日
本

語
と
日
本
文
化
と
拮
抗
し
た
り
、
溶
け
あ
っ
た
り
し
て
い
る
か
に
関
す
る
描
写
が
、
彼
ら
の
文
学
の
一
部
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
語
文
学
を
鑑
賞
す
る
楽
し
み
の
一
つ
は
、
日
本
語
と
日
本
文
化
に
持
込
ま
れ
た
新
し
い
要
素
を
見
つ
け

る
こ
と
だ
。
見
慣
れ
て
い
な
い
、
聞
き
慣
れ
て
い
な
い
表
現
は
従
来
の
表
現
よ
り
も
、
物
事
の
新
し
い
側
面
を

瞬
間
的
に
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
。
言
語
の
発
展
に
お
い
て
は
、
新
し
い
表
現
は
だ
い
た
い
驚
き
、
首
肯

き
、
共
有
、
継
承
と
い
う
段
階
を
経
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
作
家
た
ち
の
行
う
文
化
比
較
に
よ
っ
て
、

当
た
り
前
と
思
っ
て
き
た
日
本
の
文
化
的
現
象
は
、
外
か
ら
み
れ
ば
、
不
思
議
な
も
の
だ
と
教
え
ら
れ
て
ハ
ッ

と
し
て
、
日
本
文
化
を
新
し
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
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た
と
え
ば
、
ビ
ナ
ー
ド
は
、
高
速
道
路
に
近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
自
分
は
、「
体
内
に
た
め
て
い
る

音
の
か
な
り
の
部
分
が
騒
音
」
だ
と
表
現
し
て
い
る
。
溜
ま
る
は
ず
の
な
い
音
波
に
関
す
る
非
常
に
適
切
で
目
を

奪
う
よ
う
な
表
現
だ
。
騒
音
が
人
間
に
与
え
た
影
響
の
深
刻
さ
を
す
ぐ
想
像
さ
せ
、
読
者
の
共
鳴
を
呼
ぶ
。

ま
た
、
ボ
ヤ
ン
ヒ
シ
グ
は
、「
日
本
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
時
計
が
よ
く
見
ら
れ
る
」
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は

「
時
間
」「
時
計
」「
時
代
」「
季
節
」
を
「
チ
ャ
グ
」
の
ひ
と
こ
と
で
大
雑
把
に
表
し
て
い
る
た
め
、「
モ
ン
ゴ

ル
人
の
顔
か
ら
は
永
遠
は
見
ら
れ
る
が
、
瞬
間
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
日
本
人
の
顔
か
ら
は
瞬
間
が
キ
ラ

キ
ラ
と
目
に
つ
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
書
き
方
は
、
多
く
の
日
本
人
が
時
間
に
几
帳
面
で
、
性
格
が

せ
っ
か
ち
だ
と
い
う
特
徴
を
示
し
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
示
し
方
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
。

重
要
な
の
は
そ
の
表
現
が
美
し
く
、
読
者
の
意
表
を
つ
き
、
日
本
人
の
性
格
の
一
側
面
を
目
立
た
せ
て
く
れ
る

こ
と
だ
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
人
々
の
日
本
語
で
創
作
し
た
文
学
作
品
を
通
し
て
、
日
本
語
と
日
本
文
化
を
考
え
直
す
こ

と
が
日
本
人
に
要
求
さ
れ
る
時
代
に
来
て
い
る
と
思
う
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
性
は
、
言
語
と
文
化
を
豊
か
に
す
る

可
能
性
を
も
意
味
し
て
い
る
。

「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
」
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
だ
ろ
う
。
書
き
手
が
外
国
人
か
ど
う
か
、

使
用
言
語
は
母
語
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
基
準
に
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
作
品
に
は
言
語
的
、
文
化

的
多
義
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
が
究
極
の
目
的
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
人
作
家

の
作
品
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
言
語
的
、
文
化
的
多
義

性
を
も
つ
作
品
を
作
っ
て
い
る
な
ら
、「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
作
家
」
と
呼
ば
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）


